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【農村サステナブルフォーラム】

国内外から300名以上が参加

11月25日（土）、東アジア文化都市2023 協働プログ
ラムの一環として、「多様な主体とともに創る未来へつ
なぐ美しい農村づくり」をテーマにフォーラムを開催し
ました。

当日は、300名以上が参加し、国内外の有識者による
基調講演やパネルディスカッションを通じ、農村の魅力
や継承のための手がかりを考え、今後の農村地域の持続
的な発展に向けて「農村サステナブルフォーラムふじの
くに宣言」を行いました。

11月26日（日）には、世界農業遺産に登録されている
静岡水わさびや茶草場農法などを現地視察し、農業者等
と意見交換をしました。

今後も、農村の自然と調和した暮らしや農業等の生産
を通じた美しい景観、五穀豊穣を祈る伝統芸能等の農村
の魅力を国内外へ情報発信してまいります。

水土里

農地局農地保全課 054-221-2714

第５６号 メールマガジン

農地局

メールマガジン「水土里」とは？
静岡県内の基盤整備や施設点検の状況、

農業農村整備に関する研修会等に関する
情報をお知らせしています。

Ｗｅｂページはこちら↑
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北山用水・本宿用水が世界かんがい施設遺産に登録

11月４日（土）にインドで開催された第74回国際執行理事会
において、ＩＣＩＤ日本国内委員会が候補施設として申請した
「北山(きたやま)用水」と「本宿(ほんじゅく)用水」を含む４施
設を世界かんがい施設遺産に登録されました

今後、この登録を契機に、施設の維持管理に対する関係者の意
識の更なる向上や、県民の認知度向上が期待されます。

本県では、ホームページやイベント等を通じて施設の歴史や特
徴などをより一層ＰＲしていくとともに、適正な維持管理により、
貴重な地域資源として、次世代に継承していくことで、農業・農
村の振興を図ってまいります。

農地局農地計画課 054-221-2723

北山用水の現在のかんがい地域

本宿用水取水堰・黄瀬川
下流側よりの全景

農地局

施設名 北山用水 本宿用水

申請者
富士宮市北山用水

運営協力委員会 会長
本宿共有財産管理委員会

委員長

施設
概要

供用開始：1582年
受益面積：110ha

施設構造：水路 Ｌ＝10km

（掛樋6基、開渠樋１基）

供用開始：1603年
受益面積：2.2ha

施設構造：隧道Ｌ＝0.5ｋｍ
水路 Ｌ＝0.5km

【R５申請施設概要】
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【高根西部・一色地区】

ほ場整備で大区画化を目指す！

御殿場市・小山町に位置する高根西部・一色地区は、
ごてんばこしひかりと水掛菜の生産に取り組む水田地
帯です。

従来の農地は小区画不整形で効率的な営農ができな
かったことから、生産性が向上するよう区画を大きく
し、水路や道路を整備する「ほ場整備事業」に平成29
年度から着手しています。

11月6日（月）、7日（火）に地元役員や地権者に
向けた工事説明会を開催し、要望事項の確認を行いま
した。

受益面積48.0haを13のブロックに分け、令和２年度
から工事を開始しており、本年度に７～１０ブロック
目となるC・E・G・Hエリアの工事を行います。

今回の説明会でいただいた御意見を工事に反映し、
営農者が利用しやすい農地となるよう、事業を推進し
ていきます。

【第3回OJT研修】

農林土木職員の技術向上を図っています！

中遠農林事務所では農林土木職員の技術向上を図るため、

中遠農林事務所及び西部農林事務所の職員を対象とした

OJT研修を行っています。

第３回は、令和５年11月22日（水）にコンクリート二

次製品編として、コンクリート二次製品製造会社を講師と

して、研修を開催しました。

講義は、大型積みブロック等の製品情報、試験成績表確

認のポイント、道路プレキャストコンクリート製品技術協

会（RPCA）の認証について、工場では製造工程、耐荷重

試験、リフトローラー工法について受講しました。

今後も中遠農林事務所では、農林土木職員の技術向上を図

るため研修を行います。

中遠農林事務所検査課 0538-37-2266
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中遠

東部

東部農林事務所農地整備課 055-920-2166
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【上善地地区】基盤整備事業が着々と進んでいます

令和３年度に採択された、経営体育成基盤整備事業「上
善地地区」では、浜松市浜北区にて区画整理を実施してい
ます。

昨年度まで測量業務などを行い、今年度は、昨年度から
引き続き関係機関と協議を進めながら実施設計や換地計画
原案の作成を進めています。

10月20日（金）に役員会が開催され、道路・排水路計
画について役員全体へ図面を提示し、内容の確認を行いま
した。

断面図等を使用しながら活発に意見交換を行い、全体役
員より配置計画の了解を得ることができました。

今後は、地元の意見を踏まえながら、換地計画原案の作
成を進めて行きます。

西部農林事務所湖北事業課 053-458-7231

西部

【つなぐ棚田遺産】白橿の棚田で稲刈りを実施

10月28日（土）、つなぐ棚田遺産に認定されている白

橿（しらかし）の棚田（浜松市北区）で稲刈りが行われ

ました。

当日は、県立農林環境専門職大学生及び一般ボラン

ティアの総勢40名が集まり、棚田メンバーの手ほどきを

受けて棚田の稲刈りに汗を流しました。

棚田の展望台からは遠州灘まで一望でき、素晴らしい

棚田の景色を満喫。この日は運良く自衛隊のアクロバッ

ト飛行も鑑賞することができ、参加者は作業の手を休め

て感嘆の声をあげていました。

棚田組織の皆様の温かいおもてなしにより棚田には笑

顔があふれ、一般ボランティアの参加者は、口コミで

年々増加しています。西部農林事務所は棚田の活動を支

援していきます。

西部
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西部農林事務所農村整備課 053-458-7224


